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（所属講座等） 
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黒木貴一（社会科教育講座）・福原逹人（理科教

育講座） 
 
１．GISによる土地利用の定量解析 
 本プロジェクトの最終的な目的は、GIS を用いた大規模スケールにおける各生物種の分布制限要因の解明で

あり、その基礎データとして、対象地域の土地利用状況の定量的な調査が不可欠である。そこで、本プロジェク

トでは、ALOS の衛星データを解析し、各地域の土地利用状況の定量的評価を行うこととした。この解析を行

うにあたり、より正確なデータを得るため平成24年９月に沖縄県の西表島、石垣島、宮古島、および、鹿児島

県の奄美大島の現地踏査を行った。 
 土地利用状況の解析は、最終的には、福岡県北部、鹿児島県奄美大島、沖縄県沖縄島、宮古島、石垣島、西表

島、および、与那国島を対象とする予定であるが、現在のところ、石垣島と西表島のみの解析が終わっているの

で、その成果を以下に記す。本解析の結果、衛星データをマングローブ、針葉樹林、都市域、裸地、草地、およ

び、広葉樹の６区分に分けることができ（図１）、西表島は、島の北部、および、東部の海岸線沿いで森林が少

なく、人為的な土地利用が行われているものの、その面積は全体の数%以内にとどまる一方で、石垣島は、西表

島とは約30 kmしか離れていないほぼ同面積の島であるが、南部の大半は人為的な利用が行われていることを

定量的に示すことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．ALOSデータに基づく土地利用状況の解析結果。左：石垣島、右：西表島。 
 
２．動植物の分布調査 
 上記したように本プロジェクトでは、福岡教育大学の位置する福岡県北部だけでなく、世界的にも貴重な生物

種が生息する琉球列島もまた研究の対象とした。福岡県北部の研究では、１）林縁性の低木種であるアオキがシ

カの分布を示す指標植物であることの証明や、２）南方系ワラジムシ類の福岡県での定着などの発見があったが、

本報告書では、とくに、新知見が多く得られた琉球列島の研究成果についての報告を行う。 
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 平成24年９月に、沖縄県の西表島、石垣島、宮古島、および、鹿児島県の奄美大島においてワラジムシ類、

ササラダニ類、および、サソリモドキ類の採集を行った。これらの標本に、すでに福岡教育大学に保管されてい

る標本を加えた計6000個体を超える標本を対象にした解析を現在進めており、まだ、全ての標本の解析が終わ

っておらず、GISデータと組み合わせた解析ができていないが、現時点においても幾つかの新しい知見を得た

ので具体的に以下に記す。 
 まず、１）沖縄島が南限とされていた外来種オカダンゴムシの宮古島での発見である。人為的に本来の生息域

以外に持ち込まれた生物種は外来種と呼ばれ、在来の生態系に負の影響を及ぼすことがあり、これら生物の管理

は生物多様性を保全する上で極めて重要である。ワラジムシ類の一種であるオカダンゴムシは、明治時代に横浜

に持ち込まれた外来種であり、北海道から沖縄島まで普通に見られるが、それより南の島からは、唐澤准教授が

100地点以上においてワラジムシ類を調べたにも関わらず発見されなかった。しかし、平成24年９月に唐澤准

教授による宮古島の調査において、宮古空港内で本種が発見された。空港周辺では本種は確認できていないこと

から、本種が宮古島に侵入してからまだ時間は経っていないと考えられる。分布拡大を防ぐためにも、今後の継

続的な調査が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．八重山諸島におけるワラジムシ類の調査地点とオカダンゴムシが発見された宮古空港． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３．マングローブ林から発見された未知のササラダニ（Iseki and Karasawa，投稿中より）． 
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 ついで、２）西表島、石垣島、奄美大島のマングローブ林から発見された未知のササラダニ類について記す。

ササラダニ類は本来土壌中に生息し、落葉や微生物を摂食するダニ類であり、中学校の教科書でも土壌動物の代

表例として紹介されている。しかし、ササラダニ類の仲間には、例外的に潮間帯や樹皮などにも生息する種がい

ることを踏まえ、本プロジェクトでは、潮間帯に生息する樹木であるマングローブ林を対象に調査を行った。そ

の結果、これまでに報告されている１万種のササラダニ類のいずれとも合致しない未知のササラダニを発見し

た。本種の種分類に関する研究は、修士論文の一環として行われ、その成果は、修了生を筆頭著者として、すで

に国際誌に投稿し、現在、審査中である（図３；Iseki and Karasawa，投稿中）。 
 三つの目の新知見として、３）奄美大島内に分布するサソリモドキ類の遺伝的分化の発見について報告する。

サソリモドキ類は、クモの仲間で、体長5 cm程度になる捕食性の動物である。本動物は熱帯性の動物であり、

日本には２種が生息するが、そのうちのアマミサソリモドキは熊本県の牛深に自然分布し、これが自然分布の世

界北限と考えられることから、県の特別記念物に指定されている。しかし、本動物は、近年、東京や神戸などの

大都市で相次いで発見され、急速な分布拡大が懸念されており、その原因解明が待たれている。そこで、本プロ

ジェクトでは、サソリモドキ類の分布域の特定とその制限要因の解明も目的の一つとした。その一環として、日

本全域のサソリモドキ類のDNA解析を行った結果、多くの新発見があった（図４）。例えば、石垣島、西表島、

与那国島、および、台湾に生息するタイワンサソリモドキが島間で明瞭に遺伝的分化していることを明らかにし

た。この結果は、本種は広域に分布するが、それぞれの島においてにすでに独自の進化が生じており、それぞれ

の集団を保全対象としなければならないことを意味している。また、近年、発見が相次いでいる本州のサソリモ

ドキは、全てアマミサソリモドキであり、さらに、遺伝的にほとんど違いが見られないことから、同一地点から

近年持ち込まれたことが示唆された。このような発見の中でもとくに興味深いのは、奄美大島に生息するアマミ

サソリモドキにおいて、大きく３つの遺伝的グループが認められたことである。このような分化は他の生物では

あまり知られておらず、今後の研究により、新しい遺伝的分化創出機構の発見が期待される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４．ミトコンドリアDNAに基づくサソリモドキ類の分子系統樹． 
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